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元号と西暦を併記について 

・元号については，平成３１年（2019 年）５月１日に改元することとされてい

ますが，計画策定時点において，新元号が決定されていないことから，本計画で

は元号と西暦を併記しています。そのため，平成３１年（2019 年）５月以降の

元号の表記は，新元号に読み替えて適用をお願いいたします。 

なお，一部の表やグラフについては併記していない場合がありますので，ご了承

ください。 
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『1.1 計画の趣旨』 

八千代市が位置する千葉県北西部地域において、「千葉県北西部直下地震」（想定震度 6 強、

マグニチュード 7.3 ）の発生が危惧されています。その一方で、今後、法定耐用年数を超え

て老朽化が進行する管路の耐震化・更新等に多額の費用を拠出する必要が生じると考えられ

ることから、計画的に水道施設の耐震化・更新等を進めていく必要があります。 

水道事業の経営環境が益々厳しくなる状況のなかで、50 年後、100 年後先にも「いつま

でも、どんなときにも安全な水道水を提供していく」ことを実現していくため、「八千代市水

道管路施設耐震化計画」を策定します。 

『1.2 位置付け』 
 本計画の位置付けとして、上下水道事業の最上位の計画である「八千代市上下水道事業経

営戦略」（以下、「経営戦略」という。）と、別に策定している浄・給水場の統廃合計画である

「八千代市水道施設再構築基本計画」（以下、「再構築計画」という。）とも整合を図り、実施

していきます。 

『1.3 期間』 
 管路耐震化 100％を目標とし、平成 31 年度（2019 年度）から平成 72 年度（2060

年度）を計画期間とします。ただし、平成 37 年度（2025 年度）は、「経営戦略」の計画最

終年度となることから、社会的状況の変化などを考慮し、必要に応じて計画の見直しを検討

します。 
 

 

 

『2.1 管路総延長』 

 八千代市の管路総延長（平成 28 年度末（2016 年度末））は、下表のとおり、約 694.7km

となっており、この内、導水管が約21.6kmで全体の3.１%、送水管が約33.9kmで4.９％、

配水管が約 639.3km で 92.0％を占めています。 

 

 

18,203.4 33,684.9 596,506.8 648,395.1

(1) 12,369.7 15,085.3 333,268.8 360,723.8

(2) 0.0 8,318.1 4,558.6 12,876.7

(3) 54.1 3,910.3 688.3 4,652.7

54.1 12,228.4 5,246.9 17,529.4

(4) 5,779.6 6,371.2 257,991.1 270,141.9

(5) 0.0 0.0 16,240.4 16,240.4

(6) 0.0 190.1 24.4 214.5

(7) 0.0 0.0 2,816.4 2,816.4

0.0 190.1 2,840.8 3,030.9

(8) 3,354.6 0.0 23,699.6 27,054.2

21,558.0 33,875.0 639,287.6 694,720.6

ダクタイル鋳鉄管(ＮＳ形継手等）

ダクタイル鋳鉄管(Ａ形継手等)

ダクタイル鋳鉄管(Ｋ形継手等)

計配水管送水管導水管管路区分

ダクタイル鋳鉄管

良い地盤

悪い地盤

硬質塩化ビニル管

溶接有り

溶接無し
鋼管・ステンレス管

石綿セメント管

管
路
延
長

(

m

)

総計

2．既設管路の状況（1/8） 

1．計画策定の趣旨、位置付け、期間 

表-1 管路区分・管種別総延長 平成 28 年度末 
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『2.2 耐震管等の割合』 

 管路の更新に耐震管を使用しており、耐震化率は年々上昇しています。 

 平成 28 年度末（2016 年度末）で、下図のとおり、耐震管※の割合は 51.９％（耐震適合

管※の割合では 53.8％）となっています。 

 

 

   
 
 

『2.3 耐震管と耐震適合管』 

※注：耐震管および耐震適合管の用語の定義は下表のとおりです。 
 

耐 震 管    レ ベ ル ２ 地 震 動 に お い て 、管 路 の 破 損 や 継 手 の 離 脱 等 の 被 害 が 軽 微 な

管 。液 状 化 等 に よ る 地 盤 変 状 に 対 し て も 、上 記 と 同 等 の 耐 震 性 能 を 有 す

る 管 。  

耐 震 適 合 管   レ ベ ル ２ 地 震 動 に お い て 、 地 盤 に よ っ て は 管 路 の 破 損 や 継 手 の 離 脱 等

の 被 害 が 軽 微 な 管 。  

レ ベ ル ２ 地 震 動   当 該 施 設 の 設 置 地 点 に お い て 発 生 す る も の と 想 定 さ れ る 地 震 動 の う

ち 、 最 大 規 模 の 強 さ を 有 す る も の 。  

                  出 典 ：「 水 道 の 耐 震 化 計 画 等 策 定 指 針 （ 平 成 2 7 年 6 月  厚 生 労 働 省 ）」 

                      「 管 路 の 耐 震 化 に 関 す る 検 討 報 告 書 （ 平 成 26 年 6 月 ）」  

平成28年度末

耐震管 (1)=① 12,369.7 15,085.3 333,268.8 360,723.8

耐震適合性あり (2)(6)=② 0.0 8,508.2 4,583.0 13,091.2

耐震適合性なし (3)(4)=③ 5,833.7 10,281.5 258,679.4 274,794.6

耐震適合性なし(特に低い管種) (5)(7)(8)=④ 3,354.6 0.0 42,756.4 46,111.0

耐震適合管 ①+② 12,369.7 23,593.5 337,851.8 373,815.0

非耐震適合管 ③+④ 9,188.3 10,281.5 301,435.8 320,905.6

21,558.0 33,875.0 639,287.6 694,720.6

耐震管 (1)=① 1.8% 2.2% 48.0% 51.9%

耐震適合性あり (2)(6)=② 0.0% 1.2% 0.7% 1.9%

耐震適合性なし (3)(4)=③ 0.8% 1.5% 37.2% 39.6%

耐震適合性なし(特に低い管種) (5)(7)(8)=④ 0.5% 0.0% 6.2% 6.6%

耐震適合管 ①+② 1.8% 3.4% 48.6% 53.8%

非耐震適合管 ③+④ 1.3% 1.5% 43.4% 46.2%

3.1% 4.9% 92.0% 100.0%

割
合

(

%

)

耐震性

耐震適合性

総計

管路区分 導水管

耐震性

耐震適合性

管
路
延
長

(

m

)

総計

送水管 配水管 計

表-2 管路区分別の耐震状況 

2．既設管路の状況（2/8） 

図-1 耐震管と耐震適合管の割合 

非耐震適合管 46.2％ 耐震管 51.9％ 

耐震適合管 1.9％ 

耐震管(耐震適合管を含む) 

53.8％ 
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『2.4 老朽管の延長』 

水道管の法定耐用年数は 40 年と定められており、法定耐用年数を迎えた管路を老朽管と

定義します。八千代市においては、老朽管が約９６.９km 残存しており、管路全体の約 14.0％

を占めています。また、平成 30 年度（2018 年度）での完了を目標に、石綿セメント管の

更新工事を進めております。 

 

 

 

 

 

平成28年度末

15,236.8 17,339.8 556,401.4 588,977.9

2,966.6 16,345.1 40,105.4 59,417.2

18,203.4 33,684.9 596,506.8 648,395.1

0.0 0.0 4,321.2 4,321.2

0.0 0.0 11,919.2 11,919.2

0.0 0.0 16,240.4 16,240.4

0.0 159.2 1,858.0 2,017.1

0.0 30.9 982.8 1,013.8

0.0 190.1 2,840.8 3,030.9

80.5 0.0 2,400.5 2,481.0

3,274.1 0.0 21,299.1 24,573.2

3,354.6 0.0 23,699.6 27,054.2

15,317.3 17,499.0 564,981.0 597,797.3

6,240.7 16,376.0 74,306.6 96,923.3

21,558.0 33,875.0 639,287.6 694,720.6

2.2% 2.5% 81.3% 86.0%

0.9% 2.4% 10.7% 14.0%

3.1% 4.9% 92.0% 100.0%

管路区分 導水管 送水管 配水管 計

石綿セメント管

老朽度
耐用年数以内

耐用年数経過

耐用年数以内

耐用年数経過[40年]
ダクタイル鋳鉄管

硬質塩化ビニル管

耐用年数以内

耐用年数経過

耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

鋼管・ステンレス管

総計

総計

管
路
延
長

(

m

)
(

%
)

老朽度

2．既設管路の状況（3/8） 

表-3 管路の法定耐用年数経過管の延長 

図-2 管路の法定耐用年度経過管の割合 平成 28年度末 
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2．既設管路の状況（4/8） 

『2.5 老朽管の布設状況』 

図-3 老朽管の布設状況(導水管) 

   ①導水管 
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2．既設管路の状況（5/8） 

『2.5 老朽管の布設状況』（つづき） 

   ②送水管 

図-4 老朽管の布設状況(送水管) 
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2．既設管路の状況（6/8） 

『2.5 老朽管の布設状況』（つづき） 

図-5 老朽管の布設状況(配水管) 

   ③配水管 
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『2.6 水管橋等』 

①水管橋等一覧表 

 八千代市には下表のとおり、水管橋、軌道横断部（トンネルの一種である推進工法等で横

断）等があります。これらは一度被害が生じると一般的に応急復旧が困難で、二次災害の恐

れもあり、更新費用も高額となることから、優先的かつ計画的に耐震化を進めて行く必要が

あります。 
 

 

【水管橋・橋梁添架水道管・軌道下横断管】

判定

1 1号幹線 八千代台西中学校 配水管 不明 SP φ 75 Ｂ 八千代台

2 1号幹線 八千代台西保育園 給水管 昭和48年度 HIVP φ 40 Ａ 八千代台

3 1号幹線 八千代西小前水管橋 配水管 平成 8年度 SSP φ150 Ａ 八千代台

4 1号幹線 八千代台浄水場内 場内連絡管 不明 DIP
φ350

～φ450
Ｃ －

5
1号幹線 自衛隊付近
(高津東1丁目)

配水管 昭和61年度 SP φ100 Ｃ 高津

6
1号幹線 都計道(ｺﾞﾙﾌ練習場下)
(高津東2丁目)(上流)

配水管 昭和62年度 SP φ100 Ｃ 高津

7
1号幹線 都計道(ｺﾞﾙﾌ練習場下)
(高津東2丁目)(下流)

配水管 昭和62年度 SP φ150 Ｃ 高津

8
1号幹線 都計道(消防本部下)
(高津東)(上流)

配水管 昭和63年度 SP φ200 Ｃ 高津

9
1号幹線 都計道(消防本部下)
(高津東)(下流)

配水管 昭和63年度 SP φ100 Ｂ 高津

10 1号幹線 高津橋(上流) 配水管 昭和57年度 SP φ150 Ｂ 高津

11 1号幹線 高津橋(下流) 配水管 昭和51年度 SP φ350 Ｂ 萱田

12 1号幹線 茶々大和田南保育園 配水管 平成 3年度 SSP φ200 Ｂ 萱田

13 1号幹線 大和田(路線南) 配水管 平成 6年度 SP φ100 Ａ 八千代台

14 1号幹線 花見川付近水管橋 配水管 平成25年度 SSP φ 80 Ａ 萱田

15 八千代橋(国道16号) 送水管(睦-米本) 昭和55年度 SP φ500 Ｂ －

16 八千代橋(国道16号)米本側小橋 送水管(睦-米本) 昭和55年度 SP φ500 Ｂ －

17 城橋 配水管 昭和48年度 SP φ150 Ａ 萱田

18 宮内橋水管橋 送水管(睦-村上) 平成22年度 SP φ700 Ａ －

19 村上橋 配水管 昭和55年度 SP φ200
確認
不可

村上

20 新川大橋 配水管 昭和58年度 SP φ200 Ｂ 萱田

21 大和橋(国道296号) 配水管 不明 SP φ150 Ａ 萱田

22 睦橋(県道船橋印西線) 配水管 平成11年度 SP φ200 Ａ 睦

23 睦橋水管橋(県道船橋印西線)
送水管

(睦-西八千代地区)
平成22年度 SSP φ500 Ａ －

24 桑納橋水管橋
送水管

(睦-村上/萱田)
平成 5年度 SP φ900 Ｃ －

25 桑納橋 配水管 平成 5年度 SP φ150 Ａ 萱田

26 花輪橋 配水管 平成 6年度 SP φ300 Ａ 睦

27 尾崎水管橋 配水管 平成 4年度 SP φ200 Ｂ 睦

28 軌道下横断管(八千代台西9丁目付近) 配水管 昭和49年度 T φ150 八千代台

29 軌道下横断管(八千代台西3丁目付近) 配水管 不明 ACP φ250 八千代台

30 軌道下横断管(八千代台北1丁目付近) 配水管 平成 6年度 SP φ200 八千代台

31 軌道下横断管(八千代台北2丁目付近) 配水管 昭和49年度 SP φ300 八千代台

32 軌道下横断管(京成大和田駅付近) 配水管 不明 SP φ150 萱田

33 軌道下横断管(下市場2丁目付近) 配水管 昭和49年度 T φ150 村上

34 富士見橋 勝田台北1丁目 配水管 平成 6年度 SSP φ150 Ａ 村上

35 八千代橋 勝田台北1丁目 配水管 不明 SP φ150 Ｃ 村上

36 八千代橋側道橋 勝田台北1丁目
送配水管

(村上-勝田台)
昭和50年度 SP φ400

確認
不可

－

37 上高野高架橋(東側)(県道千葉竜ヶ崎線)
送水管

(米本-村上)
平成 9年度 SP φ450 Ａ －

38 上高野高架橋(東側)(県道千葉竜ヶ崎線) 配水管 平成 9年度 SP φ100 Ａ 村上

39 上高野高架橋(西側)(県道千葉竜ヶ崎線)
送水管

(米本-村上)
平成 9年度 SP φ450 Ａ －

40 上高野高架橋(西側)(県道千葉竜ヶ崎線) 配水管 平成 9年度 SP φ250 Ａ 村上

41 都計道萱田高架橋 配水管 昭和56年度 SP φ200 Ｄ 萱田

42 都計道村上高架橋 配水管 昭和51年度 SP φ100 Ｃ 村上

43 村上高架橋(村上小学校南側) 配水管 昭和51年度 SP φ250 Ａ 村上

44 菖蒲谷津橋(島田・主要地方道船橋印西線) 未接続 平成11年度 SP φ150 Ａ －

【凡例】  Ａ：異常なし

 Ｂ：経過観測

 Ｃ：修理の必要性あり

 Ｄ：至急修理の必要性あり

配水
区域

平成28年度
点検結果

NO 系統 橋　梁　名 布設管区分 設置年度 管種 口径

八
千
代
１
号
幹
線

新
川
・
花
見
川

桑
納
川

花
輪
川

京
成
線

上
高
野
高
架
橋

そ
の
他

2．既設管路の状況（7/8） 

表-4 水管橋等一覧表 
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②水管橋等位置図 

 

2．既設管路の状況（8/8） 

図-6 水管橋等位置図 
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『3.1 水道管路施設耐震化の基本方針』 

①導水管・送水管 

導水管および送水管は、水道管路の中でも、重要な基幹管路として位置づけられていま

す。水道施設の中でも重要な基幹施設にあたる水源（取水施設）と浄水場の間を連絡する

管路施設であり、重要度が高いことから、優先的に耐震化を進めます。 

 

②重要給水施設管路 

災害時に重要給水施設への給水を確保できるよう、重要給水施設に至る管路（重要給水

施設管路）について、優先的に耐震化を進めます。 

 

③老朽管および耐震性の低い管路 

老朽管は計画的に耐震管に更新しますが、耐震性が低い管種・継手形式の管路において

も優先的に耐震化を進めます。 

塩化ビニル管（ＶＰ）および鋳鉄管（ＣＩＰ）は、経年度が高い管路ほど、漏水等の事

故率が高くなるとされており、優先的に耐震化を進める必要があります。 

 

 

 

 

 
 

  

3．水道管路施設耐震化の基本方針（1/2） 
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『3.2 水道管路の実使用年数の設定』 

 水道管の更新サイクルの設定において、法定耐用年数の 40 年は、実態の使用実績より

早く更新する計画となる場合が多いことから、八千代市では独自に更新基準（実使用年数）

を定め、それに基づいた更新需要の検討を行い、耐震化を進めていく計画とします。 

 下表に、「水道管路施設耐震化現況調査委託 報告書（平成２９年３月）」で設定した水

道管路の実使用年数を示します。 

 

 

 

 

 

『4.1 重要給水施設管路の概要』 
 

 重要給水施設管路は、震災時において、給水が特に必要な重要給水施設に供給する重要

な管路です。 

その重要性をかんがみ、計画的・集中的に管路を更新し、早期に耐震化を完了するため、

重要給水施設管路を設定します。  

管　　種 詳細管種 実使用年数の設定 備　　考

KF
UF
S

SⅡ
NS
GX

K形継手を持つダクタイル鋳鉄管 K 70年（50年）
A
T
U

継手形式不明のダクタイル鋳鉄管 DIP
鋳鉄管 CIP

SP 溶接継手　70年
VLP
SSP 溶接継手以外40年
VP

HI-VP
石綿セメント管 ACP 早い時期に管種変更
管種不明 Z 早い時期に管種変更

KF
UF
S

SⅡ
NS
PN
GX

K形継手を持つダクタイル鋳鉄管 K 60年（40年）
A
T
U

継手形式不明のダクタイル鋳鉄管 DIP
SP
SSP
VP

HI-VP
石綿セメント管 ACP 早急に管種変更
管種不明 Z 早急に管種変更

上記以外のダクタイル鋳鉄管

80年（60年）
※今後の敷設はポリエチ
レンスリーブ被覆を実施
する。
（）書きは被覆無し。

上記以外のダクタイル鋳鉄管

40年

溶接継手以外は敷設替を
実施する。

60年（40年）

70年（50年）

40年

※今後の敷設はポリエチ
レンスリーブ被覆を実施
する。
（）書きは被覆無し。

経年管として管種更新計
画をたて実施する。

40年

経年管として管種更新計
画をたて実施する。
（）書きは被覆無し。

溶接継手以外は敷設替を
実施する。

40年

地　　形

耐震継手を持つ
ダクタイル鋳鉄管

低地部

耐震継手を持つ
ダクタイル鋳鉄管

硬質塩化ビニル管

鋼管

谷底低地
三角州
干拓地

台地部 ローム台地

鋼管

硬質塩化ビニル管

3．水道管路施設耐震化の基本方針（2/2） 

表-5 水道管路の実使用年数の設定 

4．重要給水施設管路の設定（1/6） 
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『4.2 重要給水施設の設定』 

 重要給水施設とは、医療機関、避難場所、避難地、避難所、福祉施設および防災拠点等の

施設となります。 

 早期に耐震化を実現するために、この中から特に重要度が高いものとして、「八千代市地域

防災計画」に示されるもののうち、防災関係機関、災害医療地区病院、広域避難場所、緊急

用貯水槽、指定避難場所（予定施設）を重要給水施設として選定します。 

 選定した重要給水施設を下表に示します。 

 

 

 
 

 

  

【防災関係機関】 【緊急用貯水槽】

NO 名　　称 NO 名　　称

1 市役所 大和田新田312-5 萱田 1 西八千代調理場 緑が丘西8-7-1 睦

2 警察署 萱田町681-39 萱田 2 勝田台中央公園 勝田台3-31 勝田台

3 消防本部 大和田新田186 萱田

4 上下水道局 萱田町596-5 萱田 【指定避難所(予定施設)】

5 保健センター ゆりのき台2-10 萱田

6 大和田新田346 萱田

1 大和田小学校 萱田町628 2,001 1,212 萱田

【災害医療地区病院】 2 大和田中学校 萱田町645 2,359 1,429 萱田

NO 名　　称 3 福祉センター 大和田新田312-5 687 416 萱田

1 大和田新田477-96 萱田 4 大和田公民館 大和田792 127 76 萱田

2 おかざき外科クリニック 大和田新田917-6 高津 5 大和田南小学校 大和田628 1,950 1,181 萱田

3 八千代台北1-7-10 八千代台 6 大和田西小学校 大和田新田409-3 2,423 1,468 萱田

4 島田台病院 島田台887-7 睦 7 萱田小学校 ゆりのき台6-20 2,687 1,628 萱田

5 新八千代病院 米本2167 米本 8 萱田中学校 ゆりのき台7-8-1 2,264 1,372 萱田

6 セントマーガレット病院 上高野450 村上 9 東高津中学校 高津1092 1,493 904 高津

7 勝田台病院 勝田622-2 勝田台 10 南高津小学校 高津421-3 1,727 1,046 高津

11 高津公民館 高津832-1 179 108 高津

【広域避難場所】 12 高津小学校 高津738-6 2,221 1,346 高津

13 高津中学校 高津880-4 2,321 1,406 高津

14 西高津小学校 高津832-38 1,819 1,102 高津

15 新木戸小学校 緑が丘2-4 2,706 1,640 高津

16 八千代中学校 八千代台北14-9-1 707 429 萱田

2 陸上自衛隊演習場 高津地先 － 17 旧八千代台東第二小学校 八千代台東6-26-1 1,576 954 八千代台

18 八千代台近隣公園小体育館 八千代台東3丁目地先 386 233 八千代台

19 八千代台東小学校 八千代台東2-5-1 1,656 1,009 八千代台

20 八千代台東南公民館 八千代台南1-11-6 661 400 八千代台

5 八千代高等学校 勝田台南1-1-1 村上

6 勝田台中学校 勝田台3-1 勝田台

所 在 地

おおよその
面積(㎡)

104,000

173,000

NO 名　　称 所 在 地

2,210,000

87,000

所 在 地

所 在 地

1
八千代総合運動公園
(八千代市市民会館)

萱田町253他 萱田

高津

NO 名　　称 所 在 地
収容可能
面積(㎡)

収容人
数(人)

配水
区域

配水
区域

村上

50,000

32,000

4
村上東小学校及び
村上東中学校等一帯の地域
(村上緑地公園）

村上1113-1他
(村上団地内)

3
高津小学校及び
高津中学校等一帯の地域

高津738-6他
(高津団地内)

大多喜ガス(株)
八千代サービスセンター

東京女子医科大学
八千代医療センター

メディカルプラザ
加瀬外科・加瀬眼科

配水
区域

配水
区域

配水
区域

4．重要給水施設管路の設定（2/6） 

表-6 重要給水施設一覧表 1/2 
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『4.2 重要給水施設の設定』（つづき） 

 

 

 

  

【指定避難所(予定施設)】

21 八千代台小学校 八千代台西1-8 2,260 1,369 八千代台

22 八千代台公民館 八千代台西1-8 893 541 八千代台

23 八千代台西小学校 八千代台西7-23-1 1,891 1,145 八千代台

24 八千代台西中学校 八千代台西7-23-3 1,848 1,119 八千代台

25 緑が丘公民館 緑が丘3-1-7 480 290 睦

26 みどりが丘小学校 緑が丘西3-14 1,940 1,175 睦

27 睦小学校 桑納176 1,206 730 睦

28 睦中学校 島田台756 857 519 睦

29 睦公民館 島田台756 335 202 睦

30 少年自然の家 保品1060-2 878 532 米本

31 米本小学校 米本1386-6 1,823 1,105 米本

32 阿蘇公民館 米本1359 153 92 米本

33 米本南小学校 米本2301 1,941 1,176 米本

34 阿蘇小学校 米本2586 845 512 米本

35 阿蘇中学校 米本1914 1,755 1,063 村上

36 ふれあいプラザ 上高野640-2 1,127 683 村上

37 村上北小学校 村上1113-1 1,486 900 村上

38 村上東小学校 村上1113-1 2,284 1,384 村上

39 村上東中学校 村上1113-1 1,863 1,128 村上

40 村上公民館 村上1113-1 361 218 村上

41 村上小学校 村上1113-1 2,365 1,422 村上

42 村上中学校 村上1643-55 1,708 1,035 村上

43 勝田台小学校 勝田台2-14 2,263 1,371 勝田台

44 勝田台中学校 勝田台3-1 1,829 1,108 勝田台

45 勝田台南小学校 勝田台5-9 1,714 1,038 勝田台

46 勝田台公民館 勝田735-7 208 126 勝田台

NO 名　　称 所 在 地
収容可能
面積(㎡)

収容人
数(人)

配水
区域

4．重要給水施設管路の設定（3/6） 

表-7 重要給水施設一覧表 2/2 
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『4.3 重要給水施設位置図』 

 

4．重要給水施設管路の設定（4/6） 

図-7 重要給水施設位置図 
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『4.4 重要給水施設管路位置図』 
 

 

4．重要給水施設管路の設定（5/6） 

図-8 重要給水施設管路位置図 
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『4.5 重要給水施設管路の老朽管の延長』 

八千代市の重要給水施設管路における老朽管の延長は９．９ｋｍ残存し、重要給水管

路総延長の 2０.２％にあたります。管路区分別の詳細は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要給水

施設管路

H28末

38,385

7,944

46,329

437

361

798

47

144

191

7

1,413

1,420

38,875

9,863

48,738

79.8%

20.2%

100.0%

(
%

)
老朽度

耐用年数以内

耐用年数経過

総計

老朽度
耐用年数以内

耐用年数経過

総計

石綿セメント管
耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

鋼管・ステンレス管
耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

硬質塩化ビニル管
耐用年数以内

管路区分

耐用年数経過[40年]
管
路
延
長

(

m

)

ダクタイル鋳鉄管
耐用年数以内

耐用年数経過[40年]

4．重要給水施設管路の設定（6/6） 

図-9 重要給水施設管路における老朽管の割合(平成 28年度末) 

 

表-8 重要給水施設管路における老朽管の延長(平成 28年度末) 
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『5.1 管路の被害想定方法』 

導・送・配水管路は、管路（埋設管路）、管路付属設備、水管橋等により構成され、給水

装置により給水されていますが、過去の地震では、これらの管路全体に被害が生じており、

各々の被害の状況、影響（水供給への影響、復旧の困難さ、二次災害のおそれ）は異なるこ

とから、耐震診断はこれらの管路形態ごとに行いました。 

 

 

『5.2 管路の耐震性分類等の設定』 

 管路の管種・継手ごとの耐震性

能の分類は「水道の耐震化計画等

策定指針・別資料 水道の耐震化

計画策定ツールの解説と計画事例

（平成 27 年 6 月）」によると右の

表のように示されています。また、

本耐震化計画では、この分類によ

り既設管路を整理しました。 

 右の表では、ダクタイル鋳鉄管

（Ｋ形継手等）は、良い地盤にお

いては、基幹管路が備えるべきレ

ベル 2 地震動に対する耐震性能を

満たすものと整理することができ

るとしています。 

 

  

5．管路の被害想定（1/3） 

表-9 管種・継手ごとの耐震適合性 
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『5.3 管路の被害想定』 

１）既往の報告書における管路全般の被害想定 

 「水道管路施設耐震化現況調査業務委託 報告書（平成 29 年 3 月）第Ⅲ編 管路の被害予

測」において、八千代市の管路の被害予測をおこなっております。 

 同報告書で示された被害予測の条件と結果の概要は下記のとおりです。 

 （※この被害想定は、口径φ75mm 以上の管路を対象管路として行っています。） 

 

         表-10 既往の報告書における管路全般の被害想定（1/2） 

①被害予測の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ．地震動想定 想定地震動：最大震度 6強、震度 6弱及び震度 5強。 
ⅱ．微地形区分 

 
250mメッシュの微地形区分を J-SHIS（地震ハサードステーション）から取得した。 

 八千代市の水道管路埋設部は 24分類のうち、「ローム台地」「谷底低地」「三角州・海岸

低地」の３分類である。 

 
 

ⅲ．管路データの 

  取得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・管種・継手形式・口径・延長の情報を管網図から取得し、250ｍメッシュの管路データ

とした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

5．管路の被害想定（2/3） 

図-10 地域メッシュコードと管網の重ね合わせ図（抜粋） 
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『5.3 管路の被害想定』（つづき） 

     

       表-11 既往の報告書における管路全般の被害想定（2/2） 
②被害予測の結果 

 

ⅳ．送・送配・配水管

の被害予測結果の概要 
現況 

メッシュ当たりの被害が多い区域は米本団地内（震度 6 強のとき 22 件）大和田新田（同 21 件），

八千代台北（同 19 件）大和田（同 19 件）等，石綿セメント管が残存している地区と一致している。  

総被害件数は震度 6 強のとき 1,102 件と予測された。 

 

石綿セメント管更新以後 

想定震度を最大震度 6 強とするとともに，より発生確率が高いと考えられる震度 6 弱及び震度 5

強についても想定した。現況（平成 28 年度現在）と石綿セメント管がすべて耐震管に更新されると

想定した場合についてそれぞれ被害予測を行い，現況と結果を比較した。 

震度 6 強のとき，メッシュ当たりの被害は最大 22 件から 6 件に，メッシュ当たり断水人口は最大

283 人から 73 人に減少し，耐震化の効果が大きいことが確認できた。 

総被害件数は 1,102 件から 467 件に，総断水人口は 14,117 人から 5,983 人に，いずれもほぼ半減

すると予測される。 

 

 

震度 6 強 

  現 況 A ACP 耐震化後 B 減少率 (A-B)/A×100 

被害件数 

(件) 

総数 1,102 467 57.6％ 

メッシュ当たり最大 22 6 72.7％ 

断水人口 

(人) 

総数 14,117 5,983 57.6％ 

メッシュ当たり最大 283 73 74.2％ 

復旧日数 

(班日) 

総数 1,668.1 710.5 57.4％ 

メッシュ当たり最大 33.4 8.6 74.3％ 

  

震度 6 弱 

 
 現 況  A ACP 耐震化後 B 減少率 (A-B)/A×100 

被害件数 

(件) 

総数 571 241 57.6％ 

メッシュ当たり最大 11 3 72.7％ 

断水人口 

(人) 

総数 7,317 3,101 57.6％ 

メッシュ当たり最大 147 38 74.1％ 

復旧日数 

(班日) 

総数 864.6 368.3 57.4％ 

メッシュ当たり最大 17.3 4.4 74.6％ 

 

震度 5 強 

  現 況 A ACP 耐震化後 B 減少率 (A-B)/A×100 

被害件数 

(件) 

総数 195 87 55.4％ 

メッシュ当たり最大 4 1 75.0％ 

断水人口 

(人) 

総数 2,500 1,060 57.6％ 

メッシュ当たり最大 50 13 74.0％ 

復旧日数 

(班日) 

総数 295.4 125.8 57.4％ 

メッシュ当たり最大 5.9 1.5 74.6％ 

 

 
  

5．管路の被害想定（3/3） 
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『6.1 計画期間等』 

 これまで、石綿セメント管の更新を基本とした管路の耐震化を進めてきましたが、この目標年度

が平成 30 年度（2018 年度）であり、平成 31 年度（2019 年度）以降の管路耐震化に関する

事業実施の基本方針を示すことが「水道管路施設耐震化計画」の目的となります。 

 このことから「水道管路施設耐震化計画」の計画開始年度を平成 31 年度（2019 年度）とし、

計画目標年度は、管路耐震化 100％を目標とし、平成 72 年度（2060 年）とします。 

 また、重要給水管路施設の耐震化目標年度の平成 35 年度（2023 年度）までを短期計画期間と

し、平成 40 年度（2028 年度）までの１０年間を中期計画期間とします。また、管路耐震化 100％

となる平成 72 年度（2060 年）までを長期計画期間とします。 
 
 

 
 
 

 

 

  

28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 72 備　考

再構築に伴

う管路工事

52～71

重要給水施設管

路耐震化工事

経年管等管路

耐震化工事

管路耐震化工事

石綿セメント管

更新工事

長期目

標年度

年 度

計画名称

（平成）

H31～35：5年間

目標年

短期目

標年度
中期目

標年度

▼ H57:再構築管路完了目標年

（本基本計画による詳細事業計画路線）

H31～40：10年間

目標年

目標年

計画期間 H31～51：21年間

目標年

H30完了

（予定）

計画期間 H31～72：42年間

H72:管路耐震化100％目標年 ▼

（本基本計画による詳細事業計画路線以外の路線）

H41～72：32年間

管
路
耐
震
化
計
画
策
定

基
本
構
想

計
画
策
定

表-12 計画期間 

6．耐震化の目標設定（1/6） 
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『6.2 水道管路施設の耐震化方針』 

 レベル 2 地震動に対する耐震性能を満たさないと分類される管路（P16 「表 管種・継

手ごとの耐震適合性」参照）は全て、耐震管（ダクタイル鋳鉄管 GX 形）に更新するものと

します。 

 一般社団法人日本ダクタイル鉄管協会の技術資料によると、

ＧＸ形は、地震によって地盤変状が生じる場所や不同沈下が生

じると予想される場所の使用に適しているとしています。 

 また、地震による被害が小さいと予想される場合でも、基幹

管路や重要施設につながる管路にＧＸ形を奨めています。 

 

 

①ダクタイル鋳鉄管（GX 形）の特長 

 ダクタイル鋳鉄管（GX 形）の特長を以下に示します。 

表-13 ダクタイル鋳鉄管（ＧＸ形）の特長 

接合形式 

（呼び径） 
特  長 継 手 構 造 他 

ＧＸ形 

（75～400） 

 
概要 

 直管の接合は、受口の内面にゴム輪を装着し、挿し口

を挿入するのみで、簡単に接合できるプッシュオンタイ

プです。作業が迅速で、継手の水密性が高く、かつ、大

きな伸縮性および可とう性があります。 

最終的には受口と挿し口がかかり合って離脱防止の役

目をします。 

  曲管等の異形管は、継手に伸縮性、可とう性を持たな

い構造で、水圧により管に作用する力に対し継手が抜け

出さないよう、管の継手を剛な構造(離脱防止継手)にし

ます｡ 

  接合形式は施工性の良好なメカニカル形式（押輪+ゴ

ム輪+Ｔ頭ボルト・ナットによる接合）で、メタルタッ

チ（接触面だけで力を伝達）の採用により、ボルト締め

付けが従来より容易になりました。 

施工性 

 接合時の挿入力は同様のプッシュオンタイプの耐震

管であるＮＳ形に比べ、約１／３となっています。 

長寿命 

 従来より大幅に外面塗装の耐食性を高め、長寿命化が

実現できます。部分的に塗装がはがれ鉄部が露出しても

耐食層に自己防食機能があり、防食機能が維持されま

す。従来に比べ長期の使用が期待出来ます。 

コスト縮減 

 ＮＳ形に比べ狭い掘削幅で配管作業が可能で、コスト

縮減を図れます。また、長寿命化により、ライフサイク

ルコストの縮減につながり、また、狭掘削による土量の

減少により環境負荷の低減も期待できます。 

 

直管継手 

 
 

異形管（曲管等） 

 

 

外面塗装 

 

  

6．耐震化の目標設定（2/6） 

たわみ代 

（受口） 

（挿し口） 

鉄部露出 

メタルタッチ(接触面だけで力を伝達) 

 

出典（図） ： 一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 

出典（図） ： 一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 

（一部加筆） 
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『6.2 水道管路施設の耐震化方針』（つづき） 
 

②基幹管路（導・送水管）の耐震化方針 

 ダクタイル鋳鉄管（ＮＳ形継手等）の離脱防止継手以外の管路全て、再構築計画に伴う管

路工事と調整しながら、ＮＳ、ＧＸ形継手等の離脱防止継手管に更新を行い耐震化を図りま

す。 

 
        表-14  基幹管路（導・送水）の耐震化方針 

既設管種 地盤条件 更新等 

ダクタイル鋳鉄管（NS形継手等） 
良い地盤(ローム台地) 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 
― 

ダクタイル鋳鉄管（K形継手） 
良い地盤(ローム台地) ― 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 耐震管に更新 

ダクタイル鋳鉄管（A形継手等等）、 

鋳鉄管等 
― 耐震管に更新 

 

 

 

③配水管の耐震化方針 

ⅰ）重要給水施設管路  

 ダクタイル鋳鉄管（NS 形継手等）の離脱防止継手管路以外の管路を全て、ＧＸ形継手等

の離脱防止継手管に最優先で更新を行い耐震化を図ります。 

          
表-15  重要給水施設管路の耐震化方針  

既設管種 地盤条件 更新等 

ダクタイル鋳鉄管（NS形継手等） 
良い地盤(ローム台地) 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 
― 

ダクタイル鋳鉄管（K､A形継手等）､ 

鋳鉄管等、塩化ビニル管 

良い地盤(ローム台地) 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 
耐震管に更新 

 

 
 

 

 

  

6．耐震化の目標設定（3/6） 
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『6.2 水道管路施設の耐震化方針』（つづき） 

 

ⅱ）復旧困難管路（水管橋および軌道横断部等） 

 復旧困難管路は、それぞれ簡易耐震診断を行い、必要に応じ耐震補強、若しくは更新（架

替等）を行います。優先度は、重要給水施設管路の次としますが、その他の管路工事に比べ

工事費が高額となり、また、施工の難易度も高くなるため、耐震化工事全体の工事費や事業

量を考慮し、計画的に耐震化を進めるものとします。 

 

表-16 復旧困難管路(水管橋および軌道横断部等)の耐震化方針 

既設管種 条件 更新等 

水管橋等 
簡易耐震診断等 

(状況により詳細診断等) 

耐震補強 

(架替) 

軌道横断等 
簡易耐震診断等 

(状況により詳細診断等) 
更新･移設等 

 

 

 

ⅲ）その他（ⅰ、ⅱ以外）の管路 

 その他の管路の優先度は、重要給水施設管路および復旧困難管路の次としますが、塩化

ビニル管の更新については、脆弱性が高いため、毎年 1km 程度計画的に耐震化を進めるも

のとします。 

       表-17  その他（ⅰ、ⅱ以外）の管路の耐震化方針 

既設管種 地盤条件 更新等 

ダクタイル鋳鉄管（NS形継手等） 
良い地盤(ローム台地) 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 
― 

ダクタイル鋳鉄管（K形継手） 
良い地盤(ローム台地) ― 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 耐震管に更新 

ダクタイル鋳鉄管（A形継手等）、 

鋳鉄管等、塩化ビニル管 

良い地盤(ローム台地) 

悪い地盤(谷底低地、三角洲・海岸低地) 
耐震管に更新 

 

 

  

6．耐震化の目標設定（4/6） 
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『6.3 水道管路施設の耐震化目標』 

 

目標年度における耐震化の指標（目標値）は下記のとおりです。 
 

                表-18  目標年度における耐震化の指標(目標値) 

指  標 現状値(H28) 目標値(H35) 目標値(H40) 目標値(H72) 

重要給水施設耐震化率 48.9 ％ 100.0％ 100.0％ 100.0 ％ 

管路耐震化率 53.8％ 63.9％ 68.0％ 100.0 ％ 

 

 

 

 

 

  

6．耐震化の目標設定（5/6） 

写真-1 GX 形管φ300 を 11本つないで吊り上げた状態 

出典 ： 一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会 
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『6.4 水道管路のダウンサイジング』 

八千代市の給水人口および、１日最大給水量の予測は下図のとおりです。給水人口および、

1 日最大給水量は、平成 38 年度（2026 年度）にピークを迎え、その後減少が予測されま

す。直近１０年間の水需要は、増加から横ばいの状態が予測されますが、将来の水需要を考

慮し、管路のダウンサイジングも視野に入れて、管路耐震化を進めていきます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

  

6．耐震化の目標設定（6/6） 

(ｍ3/日) 

図-11 八千代市の水需要予測 

(人) 

49,780ｍ3/日 

(ｍ3/日) 
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『7 再構築に伴う管路工事後の基幹管路図』 

再構築に伴い、基幹管路の工事を行い、浄水場間のバックアップ機能を強化します。 

①導水管 

 

図-12 施設統合後の導水管系統図 

7．地震対策の検討（管路のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能の強化）（1/2） 
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『7 再構築に伴う管路工事後の基幹管路図』（つづき） 

 

②送水管・配水管 

 

図-13 施設統合後の送水管・配水管系統図 

7．地震対策の検討（管路のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能の強化）（2/2） 
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『8.1 直近 10 年の管路耐震化計画』 

下表に直近 10 年間に優先して進める管路施工区分ごとの耐震化計画を示します。 
 
 

 

  
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

H31更新 H32更新 H33更新 H34更新 H35更新 H36更新 H37更新 H38更新 H39更新 H40更新 総計

5,081 4,503 6,142 5,087 2,623 23,436

880 1,352 696 888 815 762 906 6,299

1,045 1,092 1,212 1,008 1,428 1,406 1,803 1,673 1,875 1,905 14,447

838 914 331 767 918 3,063 1,836 2,979 3,518 3,729 18,893

7,844 7,861 8,381 7,750 5,784 5,231 4,545 4,652 5,393 5,634 63,075

経年管更新

総計

硬質塩化ビニル管更新

重要給水施設更新

導水管更新

(重要給水管路同時施工含む)

H30年末 H31年末 H32年末 H33年末 H34年末 H35年末 H36年末 H37年末 H38年末 H39年末 H40年末

696,726 696,439 696,226 696,226 696,226 697,196 698,176 700,296 702,416 704,186 705,956

407,553 415,274 423,016 431,372 439,026 445,768 451,973 458,638 465,405 472,568 479,972

289,173 281,165 273,210 264,854 257,200 251,428 246,203 241,658 237,011 231,618 225,984

58.5% 59.6% 60.8% 62.0% 63.1% 63.9% 64.7% 65.5% 66.3% 67.1% 68.0%

非耐震管

耐震化率

総延長

耐震管

平成40年度末

28,627.8 35,222.2 635,942.7 699,792.8

(1) 27,243.9 16,594.2 420,243.8 464,082.0

(2) 0.0 11,424.2 4,211.9 15,636.0

(3) 48.6 852.3 621.0 1,521.8

48.6 12,276.4 4,832.8 17,157.8

(4) 1,335.3 6,351.6 210,866.0 218,552.9

(5) 0.0 0.0 3,298.4 3,298.4

(6) 0.0 191.5 60.8 252.3

(7) 0.0 0.0 2,566.8 2,566.8

0.0 191.5 2,627.6 2,819.1

(8) 45.8 0.0 0.0 45.8

28,673.7 35,413.7 641,868.7 705,956.1

管路区分 導水管 送水管 配水管 計

管
路
延
長

(

m

)

ダクタイル鋳鉄管

ダクタイル鋳鉄管(Ａ形継手等)

ダクタイル鋳鉄管(ＮＳ形継手等）

ダクタイル鋳鉄管(Ｋ形継手等)
良い地盤

悪い地盤

鋼管・ステンレス管
溶接有り

溶接無し

硬質塩化ビニル管

石綿セメント管

総計

8．耐震化計画の策定（1/3） 

 表-20 耐震化率（H31～H40） 

 表-19 管路更新延長（H31～H40） 

 表-21 管路区分・管種別総延長 
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『8.2 平成 31 年度（2019 年度）～平成 40 年度（2028 年度）施工箇所』 

下図に平成 31 年度（2019 年度）～平成 40 年度（2028 年度）施工箇所を示します。 

 図-14 平成 31年度～平成 40年度の耐震化工事箇所 

8．耐震管計画の策定（2/3） 
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『8.3 管路耐震化事業計画』 

 

 

上段：更新延長（ｍ）又は箇所

下段：更新金額(千円）

H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55
H31～H55

計

管路耐震化事業

5,081 4,503 6,142 5,087 2,623 23,436

930,415 853,254 898,359 731,977 388,996 3,803,001

1 1

8,181 8,181

880 1,352 696 888 815 762 906 6,299

92,999 105,865 98,238 105,889 71,760 86,912 109,544 671,207

2 2

87,659 87,659

1,045 1,092 1,212 1,008 1,428 1,406 1,803 1,673 1,875 1,905 900 900 900 599 17,746

103,626 131,530 143,754 160,056 207,934 228,798 250,534 253,012 233,944 274,471 228,000 228,000 228,000 165,414 2,837,073

509 569 474 709 2,896 1,482 2,644 3,208 3,356 5,218 4,810 4,810 4,810 4,810 4,810 4,810 5,210 5,210 5,210 5,210 6,710 7,210 7,410 7,410 99,505

61,918 72,772 107,771 144,341 558,127 283,135 387,938 563,310 539,018 571,900 532,000 425,600 425,600 611,800 611,800 598,500 691,600 665,000 611,800 505,400 824,600 824,600 957,600 957,600 12,533,730

1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 16

5,000 31,263 19,180 14,640 16,800 20,000 20,000 33,600 16,800 32,480 29,600 38,560 133,360 32,890 444,173

329 345 331 293 209 167 354 335 310 373 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 254 5,720

45,747 48,024 70,245 62,055 49,914 39,648 75,285 71,190 65,835 43,773 121,600 121,600 121,600 121,600 121,600 121,600 121,600 121,600 121,600 136,800 1,802,916

19 23 15 30 18 14 14 9 14 19 15 15 13 11 11 11 11 13 12 11 9 15 15 17 17 371

10,279 12,443 8,115 16,230 9,738 7,574 7,574 4,869 7,574 10,279 8,115 8,115 7,033 6,492 6,492 6,492 5,951 7,033 6,492 5,951 4,869 8,115 8,115 9,197 9,197 202,334

7,844 7,861 8,381 7,750 5,784 5,231 4,545 4,652 5,393 5,634 6,118 5,930 5,930 5,629 5,030 5,030 5,030 5,430 5,430 5,430 5,430 6,930 7,464 7,410 7,410 152,706

1,249,984 1,223,888 1,218,711 1,192,159 960,342 921,059 726,072 748,272 870,663 867,541 827,195 782,755 677,433 739,106 759,892 773,492 742,851 852,713 822,692 777,911 765,229 987,205 969,515 966,797 966,797 22,390,274

350 350 680 680 330 330 330 930 930 330 330 330 340 840 840 1,140 1,140 700 700 700 700 13,000

93,450 93,450 186,510 186,510 93,060 93,060 93,060 295,060 295,060 93,060 93,060 93,060 95,880 229,380 229,380 309,480 309,480 213,500 213,500 213,500 213,500 3,736,000

620 630 1,440 1,440 1,440 1,440 1,440 820 1,200 1,200 1,810 1,810 1,810 940 940 940 940 20,860

155,620 158,130 249,310 249,310 249,310 249,310 249,310 93,120 215,860 215,860 332,260 332,260 332,260 116,400 116,400 116,400 116,400 3,547,520

1 1

136,350 136,350

970 980 2,120 2,120 1,770 1,770 1,770 1,750 2,130 1,530 2,140 2,140 2,150 1,780 1,780 2,080 2,080 700 700 700 700 33,860

249,070 251,580 435,820 435,820 342,370 342,370 342,370 388,180 510,920 445,270 425,320 425,320 428,140 345,780 345,780 425,880 425,880 213,500 213,500 213,500 213,500 7,419,870

59.6% 60.8% 62.0% 63.1% 63.9% 64.7% 65.5% 66.3% 67.1% 68.0% 68.9% 69.8% 70.8% 71.6% 72.4% 73.2% 74.0% 74.8% 75.6% 76.4% 77.2% 78.2% 79.3% 80.3% 81.3%

7,844 7,861 8,381 7,750 6,754 6,211 6,665 6,772 7,163 7,404 7,888 7,680 8,060 7,159 7,170 7,170 7,180 7,210 7,210 7,510 7,510 7,630 8,164 8,110 8,110 186,566

1,249,984 1,223,888 1,218,711 1,192,159 1,209,412 1,172,639 1,161,892 1,184,092 1,213,033 1,209,911 1,169,565 1,170,935 1,188,353 1,184,376 1,185,212 1,198,812 1,170,991 1,198,493 1,168,472 1,203,791 1,191,109 1,200,705 1,183,015 1,180,297 1,180,297 29,810,144

62,499 61,194 60,936 59,608 60,471 58,632 58,095 59,205 60,652 60,496 58,478 58,547 59,418 59,219 59,261 59,941 58,550 59,925 58,424 60,190 59,555 60,035 59,151 59,015 59,015 1,490,507

一般管路 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 1,395,000

水管橋 80,454 80,454

1,312,483 1,440,082 1,434,647 1,406,767 1,424,883 1,386,271 1,374,987 1,398,297 1,428,685 1,425,407 1,308,497 1,229,482 1,247,771 1,243,595 1,244,473 1,258,753 1,229,541 1,258,418 1,226,896 1,263,981 1,250,664 1,260,740 1,242,166 1,239,312 1,239,312 32,776,105

H56 H57 H58 H59 H60 H61 H62 H63 H64 H65 H66 H67 H68 H69 H70 H71 H72
H56～H72

計
総計

23,436

3,803,001

1

8,181

6,299

671,207

2

87,659

17,746

2,837,073

7,410 7,410 8,010 8,010 8,010 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 134,850 234,355

957,600 957,600 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 1,170,400 399,000 18,699,800 31,233,530

16

444,173

5,720

1,802,916

18 18 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 7 351 722

9,738 9,738 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 11,902 3,787 189,891 392,225

7,410 7,410 8,010 8,010 8,010 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 134,850 287,556

967,338 967,338 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 402,787 18,889,691 41,279,965

700 700 1,400 14,400

213,500 213,500 427,000 4,163,000

20,860

3,547,520

1

136,350

700 700 1,400 35,260

213,500 213,500 427,000 7,846,870

82.4% 83.5% 84.6% 85.7% 86.8% 87.9% 89.0% 90.1% 91.2% 92.3% 93.4% 94.5% 95.6% 96.7% 97.8% 98.9% 100.0%

8,110 8,110 8,010 8,010 8,010 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 136,250 322,816

1,180,838 1,180,838 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 1,182,302 402,787 19,316,691 49,126,835

59,042 59,042 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 59,115 20,139 965,835 2,456,342

一般管路 1,395,000

水管橋 80,454

1,239,880 1,239,880 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 1,241,417 422,926 20,282,526 53,058,631

　送水管継手補強及び送水管更新

　消火栓更新

　耐震化率（％）

耐震化　計

一般管路

　重要給水施設経路更新

一般管路

　導水管更新

　VP管等更新

一般管路

　経年管更新
推進

水管橋

推進
水管橋

推進
水管橋

一般管路

工事費　計

調査費(工事費の５％）

受水管工事負担金

事業費計

　送配水管新設

一般管路

　導水管新設

再構築化　計

推進
水管橋

推進
水管橋

一般管路

　導水管新設
推進

水管橋

一般管路

　経年管更新

　送水管継手補強及び送水管更新

　消火栓更新

再構築化　計

工事費　計

調査費(工事費の５％）

受水管工事負担金

事業費計

　耐震化率（％）

管路施設耐震化および再構築に伴う管路工事年度別集計

推進
水管橋

推進
水管橋

推進
水管橋

推進
水管橋

耐震化　計

再構築化事業

一般管路

　送配水管新設

一般管路

　重要給水施設経路更新

一般管路

　導水管更新

　VP管更新

管路耐震化事業

再構築化事業

8．耐震化計画の策定（3/3） 

表-22 管路施設耐震化および再構築に伴う管路工事年度別集計 
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『9 ＰＤＣＡサイクルの実施』 

 本計画を確実かつ効率的に推進していくためには、ＰＤＣＡサイクルにより、定期的な進捗

状況の管理や評価をおこないます。 

 また、本計画の基礎となっている水需要予測については、現時点での推計であるため、今後

の社会情勢に応じて変化が見込まれます。そのため、本市上下水道事業の「経営戦略」の終了

に合わせ、本計画の見直しを検討します。 

 

 

 

 

 
 
 

 

  

Ｐlan 
・ 計 画 の 策 定  
・ 計 画 の 見 直 し  

Do 

・ 計 画 の 実 施  

Action 

・ 改 善 策 の 検 討  
・ 新 た な ニ ー ズ の 把 握  

Check 

・ 計 画 と 実 施 内 容 の 管
理 、 評 価  

情報公開・モニタリング 

ＰＤＣＡ 
サイクル 

ＰＤＣＡサイクル イメージ 

 

 

9．施策実施にむけた推進体制 

図-15 ＰＤＣＡサイクルの実施 



 

 
 

 

 

 

  
八千代市イメージキャラクター「やっち」 
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